
男女比は、男性7：女性3。ひと
こと

新幹線ユーザープロファイル
●調査時期：2025年9月 ●調査方法：インターネット調査
●調査対象：〈ユーザー〉東海道新幹線または山陽新幹線を1ヶ月に1回以上利用
　            〈ノンユーザー〉東海道新幹線および山陽新幹線を年に1回未満の利用

新幹線ユーザープロファイル調査2025
●サンプル数：3,800ss/ユーザー：3,000（普通車ユーザー：2,508/グリーン車ユーザー：492）ノンユーザー：800
●調査主体：株式会社JR東海エージェンシー/株式会社JR西日本コミュニケーションズ/株式会社ウェッジ
●実査委託先：楽天インサイト株式会社

新幹線ユーザープロファイル
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役職〈職業選択：会社経営者・会社員・公務員・団体職員 回答者〉
グリーン車ユーザーは、56％
が経営・管理職。普通車ユー
ザーは、42％が経営・管理職。

ひと
こと
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職種〈職業選択：会社経営者・会社員 回答者〉 グリーン車ユーザーの16％は
経営や社業全般に従事。

ひと
こと
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世帯年収
世帯年収1,000万円超は、普通車
ユーザーで30％、グリーン車ユー
ザーで42％。

ひと
こと

所有資産
ユーザーの24％が所有資産3,000
万円超。さらに、グリーン車ユー
ザーの12％が所有資産1億円超。

ユーザーの88％がビジネスパーソ
ン。グリーン車ユーザーは、会社経
営者や医師・弁護士等が多い。

ひと
こと
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中長期の会社経営戦略の策定

       内部統制の構築
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新幹線ユーザープロファイル新幹線ユーザープロファイル

意思決定上の立場・権限/意思決定の内容〈職業選択：会社経営者・会社員 回答者〉
新幹線ユーザーは、社内における意思決定への関与度が非常に高い。ひとこと

ユーザー ノンユーザー
（単位：%）
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購買行動について 新幹線ユーザーは、買い物に対し
てこだわりがある。

ひと
こと

会社の規模（従業員数）〈職業選択：会社経営者・会社員 回答者〉/業種
43％が従業員1,000人以上の大企業に勤務。また、業種はエネルギー・素材・機械関連が多い。ひとこと
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東海道新幹線では、51％が出張・
ビジネス利用。16％が観光旅行。

ひと
こと
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新幹線利用目的

新幹線ユーザーは、国内･海外とも
に積極的に旅行している。

ひと
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使いやすいかよりも、色やデザインを重視する

流行にはこだわるほうである
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名の通ったメーカーであれば
多少値段が高くても良い

同じ機能・値段ならば、
外国製品よりも日本製品を買う

安全性に配慮して商品を選ぶ

11.8

4.2 エネルギー・素材・機械
食品

飲料・嗜好品
薬品・医療用品

化粧品・トイレタリー
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車内広告からの行動喚起
ユーザーの63％が車内広告で信
頼感が高まり、52％が検索行動を
起こす。

ひと
こと

ユーザーの62％は新幹線車内で
自分に関係する広告と接触経験が
ある。

ひと
こと

車内広告の効果及び反響 ひと
こと

新幹線車内に広告を出稿するとHP
閲覧数増加、問い合わせ数増加等、
効果や反響が大きい。

新幹線車内広告出稿理由 47%がターゲットへの費用対効果
が高く見込めるためと回答。

ひと
こと

ユーザー

ユーザー

ユーザーのうち、東海道新幹線の車内に広告を出稿したことがある企業・団体にお勤めの方 n＝522

n=522ユーザーのうち、東海道新幹線の車内に広告を出稿したことがある企業・団体にお勤めの方

【気持ち】その企業や商品・サービスへの信頼感が高まった

【気持ち】その企業や商品・サービスに興味がわいた

【気持ち】その企業や商品・サービスに好感を持つようになった

【行動】その企業や商品・サービスについて調べた

【行動】その企業や商品・サービスのホームページを見た

【行動】その企業の商品やサービスを購入・利用した

【行動】その企業や商品やサービスについて問い合わせをした

【行動】自身で投稿または自身で拡散したことがある

その他

あてはまるものはない

0 10 20 30 40 50 7060

自身で投稿したことがある
（テキストや画像・動画をSNS上に発信）

0 5 10 15 20 25 30 35 5040 45

0 10 20 30 40 50

新幹線ユーザープロファイル新幹線ユーザープロファイル
新幹線広告と自身の関係性38％が認知拡大と回答。次いで、信

頼性向上、興味喚起と続く。
ひと
こと新幹線車内広告出稿による効果

（単位：%）
ユーザー

（単位：%）

0 10 20 30 403525155 45

顧客・クライアント企業

自社と同業種の企業

協力会社（仕入先・委託先等）

自分の勤めている（いた）企業

友人・知人が勤めている（いた）企業

家族・親類が勤めている（いた）企業

0 20 40 60 80 100

自分自身に関係のある
広告を新幹線車内で

見たことがある

自分自身に関係のある
広告を新幹線車内で

見たことはない
37.7

62.3

39.9

29.9

19.7

新幹線車内・駅広告二次拡散 自身で投稿・拡散したことがある人
が27％。

ひと
こと

ユーザー

10.3

17.5

22.4

21.6

9.9

10.8

0.1

30.3

63.6

40.0

2.1

41.1

52.5

41.9

41.8

38.7

14.3

19.6

18.1

17.2自身で拡散したことがある
（他者の投稿をシェアすること。例：いいね、リポスト）

投稿を見たことがある

投稿を見たような気がする

投稿を見たことがない

 

企業・ブランド（商品・サービス）の認知拡大

企業・ブランド（商品・サービス）の価値向上

企業・ブランド（商品・サービス）の信頼性向上

企業・ブランド（商品・サービス）の興味喚起

企業・ブランド（商品・サービス）の好感度向上

企業・ブランド（商品・サービス）の検索行動促進

企業・ブランド（商品・サービス）の購入意欲向上

企業・ブランド（商品・サービス）の話題性向上

その他

特にない･わからない

17.7

49.3

58.1

58.2

44.1

32.8

38.6

22.0

0 10 20 30 40 50

（単位：%）

ターゲットへの費用対効果が高く見込めるため
ビジネスパーソンに訴求出来るため

旅行客に訴求出来るため
インバウンド利用客に訴求出来るため

企業イメージの向上のため
他社の出稿実績を見て効果が期待できたため

その他

出稿費用が妥当であったため

25.5
19.7
21.5

5.0
1.1 

38.3
47.1

37.5
28.9

（単位：%）

0 10 20 30 40

29.7
37.0

32.8
26.6

29.7
27.4

24.9
27.8

14.8
8.0

2.3
0.2

指名検索数増加
ホームページ閲覧数増加

問い合わせ数増加
購入数増加

勤め先で話題にした
顧客・取引先で話題にした
社員のモチベーション向上

企業イメージの向上
採用応募数増加

SNSで話題になった
特にない
その他

インナー対策のため

メディアデータ



新幹線掲出事例 2025年4月～12月掲出の広告主様（抜粋）
新幹線ボード3メディアは70％を超
え、全メディアでも65％を超える。ひと

こと

新幹線ユーザープロファイル
広告接触率※ 新幹線をご利用する際、車内や駅などに

出ている広告に接触する割合。

普通車ユーザー

26.2%

27.1%
23.5%

23.2%

見る
76.8%

新幹線ボード

ほとんどの
広告を見る

さっと目を
通す程度に
見る

普通車ユーザー

19.8%

31.3%24.6%

24.3%

見る
75.7%

新幹線ボード・ライト

ほとんどの
広告を見る

さっと目を
通す程度に
見る

ほとんど
見ない

ほとんど
見ない

グリーン車ユーザー

35.5%

11.5%
見る
73.1%

新幹線ボード・グリーン

ほとんどの
広告を見る

気になった
広告は見る

さっと目を
通す程度に
見る

ほとんど
見ない

26.2%

26.9%

グリーン車ユーザー

34.0%

29.3%

11.0%

25.7%

見る
74.3%

Wedge

さっと目を
通す程度に
見る

ほとんど
見ない

気になった
広告は見る

気になった
広告は見る

気になった
広告は見る

グリーン車ユーザー

33.0%

25.4%
10.8%

30.8%

見る
69.2%

ひととき

さっと目を
通す程度に
見る

ほとんど
見ない

気になった
広告は見る

グリーン車ユーザー

29.3%

26.4%11.2%

33.0%

新幹線ホームドアシート
（グリーン車限定）

さっと目を
通す程度に
見る

気になった
広告は見る

見る
67.0%

ユーザー

見る
68.7%

駅メディア
（ポスター・サインボード等）

ほとんどの
広告を見るほとんど

見ない 17.1%

28.9%

22.7%

31.3%

ユーザー

見る
73.5%

電光文字広告

ほとんどの
広告を見る

気になった
広告は見る

さっと目を
通す程度に
見る

ほとんど
見ない

22.5%

28.7%22.3%

26.5%

ユーザー

見る
66.9%

駅メディア
（デジタルサイネージ）

ほとんどの
広告を見る

17.9%

26.8%

22.2%

33.1%

※）広告接触率の計算式

広告接触率

ほとんどの
広告を見る

気になった
広告は見る

さっと目を通す
程度に見る

100
（％）

調査対象者

ほとんどの
広告を見る

ほとんどの
広告を見る

ほとんどの
広告を見る

さっと目を
通す程度に
見る

さっと目を
通す程度に
見る

気になった
広告は見る

気になった
広告は見る

ほとんど
見ない

ほとんど
見ない

メディアデータ




